	区分
	作品タイトル
	あらすじ等

	大賞
	むしの　おきゃくさん
	　モエちゃんはむしが大好きな女の子。いろいろなむしの名前を知っているだけでなく、むしの言葉もわかります。

ある日、モエちゃんが通う幼稚園にたくさんのむしのおきゃくさんがやってきます。モエちゃんはむしの会話を皆に伝えますが、むしをキライな子もたくさんいて、大騒ぎです。しかし、幼稚園の先生から、最近は街の中にお花や木を植えているので、むしの数が増えて、幼稚園にもたくさんのむしのおきゃくさんが来てくれるのよ、と教えられ、それ以来、皆、むしと仲良くする、というお話です。

	優秀賞
	しあわせな木
	あるところに、１００年も立っている木がありました。その木のところにはいつも、鳥やいろいろな動物たちが遊びにやってきます。おかげで木はたいくつすることがありません。皆が帰り、夜になってお星さまが出ると、木は一日を思い返しながら眠りにつきます。
皆の憩いの場所となり、静かに見守ってくれている、そんなしあわせな木のお話です。

	
	じいちゃんがおしえてくれた

たいせつなこと
	みらい君は妹や近所の友達と川遊びをしているときに、近所の田んぼで仕事をしていたじいちゃんから、大切なことを教えられます。ホタルが棲みやすい環境は人間にとっても住みやすいのだと。それ以来、みらい君たちは川をきれいにするように心がけ、ある日の夜、じいちゃんとホタルを見に出かけます。感動的なホタルの光…この忘れられないひとときのことを、じいちゃんになったみらい君は近所の子ども達に伝え、この川では今でもホタルがたくさん飛んでいる、というお話です。

	入賞
	ゆき
	ゆきの結晶ができていく様子をメルヘンチックに描いた作品です。妖精のように描かれた雪の結晶のかけらたちがだんだん集まっていき、雪の結晶になっていく過程が描かれています。

	
	地球に　やさしく
	地球にやさしい暮らしをするためにはどうしたらよいか、ごみを減らす、資源の無駄遣いをなくす、など、かわいらしいイラストとカラフルな文字でわかりやすく描かれた作品です。

	
	ぼくたちの居場所
	せみの幼虫が羽化するための場所を求めて地上にあがってきますが、アスファルトやコンクリートに塞がれて、なかなか地上に出ることができません。「ぼく」はなんとか隙間を見つけて地上にでますが、「ぼくの仲間」は途中で力尽きてしまいました。
途中で亡くなった仲間のためにも、ぼくたちの居場所がなくならないように願う、というお話です。





	区分
	作品タイトル
	あらすじ等

	大賞
	おばあちゃんのおまじない
	ある春の日、いつき君はおばあちゃんと裏山に出かけ、おばあちゃんが編んでくれた大切な手袋を落としてしまいます。おばあちゃんは新しくまた手袋を編んでくれますが、いつき君はなくした手袋が気がかりです。季節がめぐり、秋になり、いつき君が再び裏山へ出かけると、お地蔵さんの前になくした手袋が置いてありました。ずいぶんと汚れて色あせた手袋を、おばあちゃんがおまじないをかけて、きれいな毛糸に戻してくれました。そこで、いつき君は手袋を守ってくれたお地蔵さんに感謝の気持ちを込めて、手編みのマフラーを編んでプレゼントする、というお話です。

	優秀賞
	お前知らないのか？
	女の子が自分の部屋でくつろいでいると、突然、部屋の中が水浸しになり、ペンギンがやってきます。女の子は自分の部屋がなぜこうなってしまったのか理由がわからず、ペンギンに尋ねます。するとペンギンは、「お前知らないのか？」、「お前のようなエコでない生活を送っていると地球が温暖化して南極の氷が溶けてしまうんだ」と怒りだします。女の子はペンギンさんに謝りますが、実はペンギンは夢で、女の子は自分の生活を見直し、エコな生活を送りはじめる、というお話です。
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